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＜審査結果の要旨＞  

１．主論文について 

 本研究は、理学療法士に必要なリーダーシップ行動と基礎的能力を明らかにし、リーダーシップの

卒前教育を提案したものである。 

 研究１ではリーダーシップ行動の在り方を理学療法施設 500 施設にアンケート調査を実施した。回

答数は 142 施設であった。理学療法士に必要なリーダーシップ行動は集団維持及び課題達成重視，シ

ェアド・リーダーシップと公正・公平な意思決定であり，必要な基礎的能力は問題解決・公平対応，

話し合いによる調整，状況把握，相手の感情の読み取りであった。倫理審査(18-Ig-132) 

研究２では関連職種が考える「理学療法士に必要なリーダーシップ行動」、「理学療法士に必要なチ

ームワーク行動」を明らかにすることであった。全国の病院施設等に所属する関連職種（医師，看護

師，作業療法士などを対象に web アンケートを実施した。429 名の回答を得て因子分析を行った。結

果はチームワーク行動では問題解決と公平対応、相手の感情の読み取り、話し合いによる調整、状況

把握であった。倫理審査(19-Ig-127) 

 研究３としてリーダーシップの卒前教育の提案がなされた。 

 本研究の新規性は、理学療法士に対してリーダーシップ行動に関する調査が行われていないこと、

教育への提案がなされたことである。 

２．審査経過について 

 審査に先立ち副論文の審査を行い、必要条件を満たしていることを確認した。審査会は 1 回(2020

年 12 月 8日)実施し、その後はメール修正を行った。審査会では研究内容の妥当性、研究の限界およ

び結果と考察の整合性について質疑応答を行い、提出された論文内容に問題ないことを確認した。 

３．口頭試問の結果 

 口頭試問においては、質問に対して適切に研究内容について回答でき、この分野の知識を十分に得

ていることが確認できた。また、本研究の限界も熟知しており、今後の研究発展が望まれる応答であ

った。 

 

以上の結果から、審査会の審査員全員は本論文が著者に博士（保健医療学）の学位を授与するに 

十分な価値があるものと認めた。 
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